　「Fragment: On Artaeum」訳本
　「断片：Artaeumについて」

　著者：Taurce il-Anselma
　Artaeum（ar-TAY-um）島はSummursetの群島の中でも３番目に大きな代物であり、Moridunon のPotansa村の南方に、本土のRuncibae村の西方に位置している。その場所は、恐らくTamriel最古の修道士集団であるだろうPsijic結社の拠点として極めて広範に知られている。
　Psijicsに関する最初期の記録は第１時代の２０年のものであり、それは、Bretonの高名なる賢者にして作家であるVoernetがArtaeum島を訪れてPsijicsの儀式長〔Ritemaster〕であるIachesisに面会した物語を記載している。当時でさえも、Psijicsたちは、諸王と“古の道”〔"Elder Way"〕――Tamrielに住んでいた原種族によって教えられた――の擁護者に対する相談役であった。古の道とは、自然の諸力を個人の意志に結び付けると言われる、瞑想と研究に関する哲学である。その起源は魔術と異なるけれど、その効力は両者ともに酷似している。
　そして、恐らく偶然の一致を越えるものであるだろうが、第２時代の初頭に、だいたい魔術師ギルドがTamrielに設立された頃に、Artaeum島はSummurset地方から文字どおりに消失したと言われている。この事件について様々な歴史家と学者が理論を公にしたけれど、恐らく、Iachesisと彼自身の理論を除いては、この問題に解決の光を投げかけられるものは存在しないだろう。
　５００年間が過ぎて、Artaeumは帰還した。その島のPsijicsたちは人間――主にElf――によって構成されていたが、その彼らは姿を消しており、恐らく第２時代の間に死去したものと思われた。その間のArtaeumの所在、Iachesisの運命、あるいは、Artaeum独自の評議会について、〔残された〕Psijicsたちは如何なる説明も与えられず、また、そうすることを頑として拒否した。
　現在、Psijicsたちは知識長〔Loremaster〕のCelarusに率いられており、ここ２５０年間、彼はArtaeum評議会を統括してきた。Tamrielの政治に対する、その評議会の影響は、引いては満ちる潮流のようである。Sumursetの諸王、とりわけMoridunonの歴代国王は、しばしばPsijicsたちの見解を求めてきた。皇帝Uriel５世は、Akavirに対する激しい襲撃の以前、その初期の極めて華々しい統治の折には、その評議会から大いに影響を受けていた。Antiochus帝とPsijic結社の共闘によってPyandoneaのOrghum王の擁する艦隊は撃破されたが、それさえも彼らの提案によるものであった。最近の４人の皇帝、すなわち、Uriel６世、Morihatha、Pelagius４世、Uriel７世はPsijicsたちに懐疑の目を向けており、Artaeum島からの大使が帝都に入ることを拒絶しているほどである。
　Artaeum島を海図に記すことは地理的に困難である。その島は、無作為に、あるいは、評議会の法令に従って絶えず移動していると言われている。Artaeum島への訪問者は極めて稀であり、その者の噂も殆ど聞かれない。もしもPsijicsたちに会いたいならば、Summursetの多くの諸王国のように、PotansaとRuncibaeに於いて彼らとの接触を得られるかも知れない。
　もっとアクセスが容易であるならば、旅行者にとっての格好の目的地であるだろう。かつて私は島を訪れたが、今でも、その夢を見るものである。牧歌的な果樹園、鮮やかな緑の牧草地、静かに落ち着いた礁湖〔環礁に囲まれた海面〕、霧がかった森林、それ自体が驚くべきものでありながら周囲の環境と同じく自然に溶け込んでいるPsijicsの独特な建造物。とりわけ、Ceporahの塔が私の研究対象であったものだ。何故なら、その塔はHigh Elfに数百年も先行する文明の遺物であり、今でもPsijicsの或る儀式のために用いられているものであるからだ。きっと、いつの日にか、私は再訪することだろう。
　（注釈： Artaeum評議会のSargenius師の親切心に満ちた許可によって、現在、この著者はArtaeum島に滞在している。）
